
　

　９月５日、年金友の会は永山運動公園で第５６回グラウンドゴルフ大会を開きました。
総勢２３７人４９チームが４コートに分かれて競技を行い、県大会に出場する２０人が決
定しました。
　また、今大会の最高齢プレイヤーとして上上江の西田順二さん（９７）、東原田の中間タ
ミさん（９７）が表彰されました。
　詳細は３ページをご覧ください。
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（2）令和６年10月７日発行え　び　の

JA みやざき えびの市地区本部は、人権啓発推進事業に取り組んでいます。

　

９
月
６
日
・
７
日
の
２
日
間
、
Ｊ
Ａ

畜
産
セ
ン
タ
ー
前
広
場
で
、
３
課
合
同

展
示
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
農
機
具
や
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
器

具
、
生
産
資
材
や
生
活
資
材
の
販
売
を

行
い
ま
し
た
。

　

９
月
12
日
、
Ｊ
Ａ
み
や
ざ
き
え
び
の

市
地
区
本
部
で
全
役
職
員
を
対
象
に
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
研
修
会
を
開
き
ま
し

た
。

　

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
遵
守
と
不
祥

事
の
未
然
防
止
に
つ
い
て
研
修
を
行
い

ま
し
た
。

　

今
後
も
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
遵
守

と
不
祥
事
の
未
然
防
止
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

９
月
17
日
か
ら
24
日
ま
で
の
５
日
間
、

Ｊ
Ａ
み
や
ざ
き
え
び
の
市
地
区
本
部
は

市
内
61
ヶ
所
で
総
合
座
談
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

組
合
員
の
皆
さ
ん
に
Ｊ
Ａ
の
事
業
内

容
や
今
年
度
の
米
仮
渡
金
に
つ
い
て
説

明
し
、
多
数
の
ご
質
問
や
ご
意
見
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

い
た
だ
い
た
ご
意
見
・
ご
質
問
は
令

和
７
年
の
広
報
誌
１
月
号
に
質
疑
応
答

集
と
し
て
掲
載
し
ま
す
。

　

９
月
３
日
、
Ｊ
Ａ
女
性
部
は
Ｊ
Ａ
み

や
ざ
き
え
び
の
市
地
区
本
部
で
家
の
光

大
会
を
開
き
ま
し
た
。
家
の
光
大
会
は
、

Ｊ
Ａ
教
育
文
化
活
動
の
成
果
発
表
の
場

で
あ
り
、
仲
間
同
士
の
ふ
れ
あ
い
を
深

め
、
組
合
員
・
Ｊ
Ａ
・
地
域
住
民
が
ひ

と
つ
と
な
る
「
協
同
の
場
」
づ
く
り
と

な
る
よ
う
開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

大
会
で
は
、
家
の
光
の
つ
ど
い
の
歌

「
夢
を
い
っ
し
ょ
に
」
を
斉
唱
し
、
松
永

亮
子
女
性
部
長
が
あ
い
さ
つ
。
家
の
光

協
会
の
秋
谷
進
さ
ん
が
家
の
光
情
勢
報

告
を
行
い
ま
し
た
。

　

後
半
は
、
人
生
１
０
０
年
養
生
訓

研
究
家
の
香
月
恭
弘
さ
ん
が
「
人
生

１
０
０
年
健
康
セ
ミ
ナ
ー
：
今
日
か
ら

始
め
よ
う
！
生
活
習
慣
の
改
善
」
と
題

し
て
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

家
の
光
大
会
の
あ
と
は
、
２
年
に
一

度
の
女
性
部
の
活
動
発
表
会
「
女
性
の

つ
ど
い
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
リ
ズ
ム

ダ
ン
ス
教
室
や
歌
謡
ダ
ン
ス
教
室
、
手

踊
り
教
室
や
フ
ラ
ダ
ン
ス
教
室
の
皆
さ

ん
が
踊
り
を
披
露
し
た
ほ
か
、
書
道
教

室
や
リ
メ
イ
ク
室
な
ど
各
教
室
で
取
り

組
ん
で
い
る
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
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差別なく　笑顔あふれる　明るい社会

　

Ｊ
Ａ
み
や
ざ
き
え
び
の
市
地
区
本
部

は
、
硫
黄
山
の
噴
火
後
に
伴
う
赤
子
川

白
濁
で
今
年
の
稲
作
を
断
念
し
た
被
害

農
家
に
、
見
舞
金
を
支
給
す
る
こ
と
を

決
定
し
、
９
月
10
日
か
ら
職
員
が
被
害

農
家
を
訪
問
し
て
見
舞
金
を
手
渡
し
ま

し
た
。

　

今
年
水
稲
作
付
で
き
な
か
っ
た
農
家

は
市
内
で
18
件
。
正
組
合
員
で
主
食
用

米
作
付
け
者
に
一
律
２
万
円
、
令
和
６

年
産
米
予
約
者
に
１
万
円
を
支
給
す
る

ほ
か
、
農
民
連
盟
え
び
の
支
部
か
ら
も

被
害
を
受
け
た
盟
友
に
一
律
１
万
円
を

支
給
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
被
害
の
大
き
か
っ
た
上
浦
地

区
に
対
し
、
活
気
を
取
り
戻
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
支
援
を
決

定
し
、
13
日
、
え
び
の
市
地
区
本
部
で

贈
呈
式
を
行
い
ま
し
た
。
上
浦
地
区
の

自
治
会
長
を
務
め
る
日
髙
英
明
さ
ん
が

目
録
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　

小
吹
敏
博
地
区
本
部
長
は
「
今
年
作

付
け
を
断
念
さ
れ
た
皆
さ
ん
が
一
日
も

早
く
営
農
再
開
で
き
る
よ
う
、
今
後
も

こ
の
よ
う
な
支
援
を
行
っ
て
い
く
」
と

話
し
ま
し
た
。

　

９
月
５
日
、
永
山
運
動
公
園
で
第
56

回
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
き
、

総
勢
２
３
７
人
の
参
加
者
ら
が
元
気
に

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

４
コ
ー
ト
に
分
か
れ
て
競
技
を
行
い
、

各
コ
ー
ト
の
優
勝
者
４
人
に
よ
る
プ

レ
ー
オ
フ
の
結
果
、
総
合
優
勝
は
京
町

同
好
会
チ
ー
ム
の
本
山
房
子
さ
ん
で
し

た
。

　

各
コ
ー
ト
上
位
５
位
ま
で
が
10
月
25

日
に
宮
崎
市
で
開
催
す
る
県
大
会
に
出

場
し
ま
す
。

　

各
コ
ー
ト
の
上
位
５
人
の
名
前
と
成

績
は
下
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

小吹地区本部長が上浦自治会に見舞金を手渡しました

稲
作
の
再
開
を
願
っ
て硫黄

山
噴
火
に
伴
う
対
応

年
金
友
の
会
　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

名　　称 支　援　額 日　　　付

Ｊ Ａ 支 援 320,000円
令和６年９月１０日

　　～９月１２日
農 民 連 盟 170,000円

自 治 会 100,000円 令和６年９月１３日

【支援金額】

Ａ
コ
ー
ト

順位 氏　名 チーム名 打数
優　勝 谷 口 基 義 麓① ２７
第２位 高　谷　千代子 永山Ａ ３７
第３位 溝　添　トミ子 中浦Ａ ３９
第４位 辻 　 五 男 田代Ａ ３９
第５位 川 原 重 志 上浦Ａ ４０

Ｂ
コ
ー
ト

順位 氏　名 チーム名 打数
優　勝 溝　添　美枝子 中浦Ｂ ３５
第２位 南 田 弘 子 中上江 ３９
第３位 古 城 房 子 上浦Ａ ４０
第４位 井　園　るみ子 中島トンビ ４０
第５位 南 田 嘉 弘 中上江 ４０

Ｃ
コ
ー
ト

順位 氏　名 チーム名 打数
優　勝 吉 留 律 子 上上江 ４０
第２位 松 永 美 保 北昌明寺 ４０
第３位 田 中 政 治 麓③ ４１
第４位 幸 田 邦 雄 中原田 ４１
第５位 柴 山 房 美 中原田 ４１

Ｄ
コ
ー
ト

順位 氏　名 チーム名 打数
優　勝 本 山 房 子 京町同好会 ３６
第２位 小屋敷　盛　雄 京町同好会 ３８
第３位 福 元 輝 文 亀沢 ３９
第４位 堀 川 純 一 令和の会 ４１
第５位 海 蔵 　 厚 大平 ４２



（4）令和６年10月７日発行え　び　の

JA みやざき えびの市地区本部は、人権啓発推進事業に取り組んでいます。

　

８
月
26
日
、
Ｊ
Ａ
み
や
ざ
き
え
び
の

市
地
区
本
部
で
宮
崎
県
農
民
連
盟
え
び

の
支
部
の
代
議
員
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
度
活
動
報
告
・
収
支
決

算
、
令
和
６
年
度
活
動
方
針
・
収
支
予

算
、
負
担
金
の
額
な
ら
び
に
徴
収
方
法
、

硫
黄
山
の
影
響
に
よ
る
見
舞
金
の
支
出
、

宮
崎
県
農
民
連
盟
え
び
の
支
部
規
約
の

一
部
変
更
に
つ
い
て
の
５
議
案
を
原
案

通
り
承
認
し
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
度
の
基
本
方
針
は
次
の
と

お
り
で
す
。

活
動
基
本
方
針

１
．
燃
油
・
肥
料
・
飼
料
等
の
高
騰
対

策
と
盟
友
の
所
得
増
大
、
地
域
活
性

化
の
実
効
の
た
め
、
現
場
の
意
見
・

要
望
を
積
み
上
げ
、
本
県
の
実
態
を

ふ
ま
え
な
が
ら
国
や
県
に
対
し
強
力

な
運
動
を
展
開
す
る
。

２
．
食
料
安
全
保
障
の
強
化
と
「
食
料
・

農
業
・
農
村
基
本
法
」
の
見
直
し
に

関
し
、
本
県
の
持
続
可
能
な
農
業
を

目
指
し
た
も
の
と
な
る
よ
う
、
現
場

の
声
が
反
映
さ
れ
る
活
動
を
行
う
。

３
．
盟
友
や
農
民
連
盟
事
務
局
へ
の
農

政
運
動
・
選
挙
活
動
の
学
習
を
通
じ
、

農
民
連
盟
の
意
志
結
集
と
結
束
を
図

る
た
め
、
組
織
活
動
の
充
実
・
強
化

を
図
る
。

４
．
農
民
連
盟
が
推
薦
し
た
県
選
出
国

会
議
員
や
県
議
会
議
員
等
と
の
意
見

交
換
を
は
じ
め
、
国
政
・
県
政
に
対

す
る
要
望
実
現
の
た
め
、
政
策
提
案

や
要
請
・
要
望
活
動
の
強
化
を
図
る
。

５
．
消
費
者
を
は
じ
め
県
民
へ
の
食
料
・

農
業
・
Ｊ
Ａ
の
理
解
促
進
、「
国
消
国

産
」
の
理
解
醸
成
の
た
め
、
広
報
活

動
の
強
化
を
図
る
。

重
点
活
動

１
．
食
料
・
農
業
・
地
域
政
策
等
の
基

本
農
政
の
確
立
を
め
ざ
す
運
動

・
食
料
安
全
保
障
の
強
化
に
向
け
た
活
動

・
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
の
改
正
・
関

連
法
案
と
施
策
等
の
具
体
化
対
策
に

向
け
た
対
応

・
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
の
見
直
し

に
向
け
た
対
応

・
予
算
・
税
制
等

２
．
品
目
別
等
対
策
へ
の
対
応

・
水
田
・
畑
作
農
業
対
策

・
畜
産
・
酪
農
対
策

・
青
果
対
策

・
自
然
災
害
・
農
畜
産
物
病
害
虫
対
策
等

３
．
農
政
に
対
す
る
盟
友
の
意
思
反
映

の
取
組
み

・
支
部
活
動
の
充
実
・
強
化

・
要
請
・
要
望
等
の
積
み
上
げ

・
農
政
運
動
等
へ
の
理
解
促
進

・
国
政
選
挙
へ
の
対
応

・
国
会
議
員
と
の
関
係
強
化

・
広
報
活
動
の
強
化

現
場
の
意
見
要
望
を
積
上
げ

農
政
運
動
を
展
開
し
よ
う

令和５年度収支決算書
自：令和５年4月 1日

　　　　至：令和６年3月31日
［収入の部］　　　　　　　　　　　　（単位：円）

項　　　目 予　算　額 本年度決算額
前 年 度 繰 越 金 4,107,750 4,107 ,750
負 担 金 2,054,000 1,986 ,000
助 成 金 230,000 156,000
雑 収 入 25 30

合　　　計 6,391,775 6,249 ,780

［支出の部］　　　　　　　　　　　　（単位：円）
項　　　目 予　算　額 本年度決算額

大 会 費 2,000,000 337,191
組 織 対 策 費 1,200,000 960,569
農政対策負担金 520,880 520,880
会 議 費 100,000 51,000
印刷・消耗品費 100,000 8,400
雑 費 50,000 6,000
予 備 費 2,420,895 0

合　　　計 6,391,775 1,884 ,040

収入6,249,780－ 支出1,884,040＝次年度へ4,365,740

財 産 目 録
資　　　産 4,365,740 普通貯金
負　　　債 0

令和６年度収支予算書
自：令和６年4月 1日

　　　　至：令和７年3月31日
［収入の部］　　　　　　　　　　　　（単位：円）

項　　　目 前年度予算額 本年度予算額
前 年 度 繰 越 金 4,107,750 4,365 ,740
負 担 金 2,054,000 1,910 ,000
助 成 金 230,000 230,000
雑 収 入 25 30

合　　　計 6,391,775 6,505 ,770

［支出の部］　　　　　　　　　　　　（単位：円）
項　　　目 前年度予算額 本年度予算額

大 会 費 2,000,000 2,000 ,000
組 織 対 策 費 1,200,000 1,200 ,000
農政対策負担金 520,880 399,880
会 議 費 100,000 100,000
印刷・消耗品費 100,000 100,000
雑 費 50,000 220,000
予 備 費 2,420,895 2,485 ,890

合　　　計 6,391,775 6,505 ,770

一般会計 一般会計



（5） 第５５８号 JA広報

ねぇあそぼ　そのひとことが　うれしいな

第２０回
えびの市  米・食味コンクール出品者募集

　えびの市では、全国に負けない米産地を目指し、「安全・安心・信頼」のおける美
味しい「えびの産米」の生産・技術・品質の向上を図ることを目的として、「第２０
回えびの市　米・食味コンクール」を開催します。皆さんの自慢のえびの米をぜひ出
品してください。

【開催日時】 令和６年１１月２０日（水）　午前１１時　開会

【開催場所】ＪＡみやざきえびの市地区本部（旧ＪＡえびの市） 本店２階　大研修室

　

【出品の参加資格】

えびの市農業再生協議会の有する令和６年度営農計画書に名義のある米

生産者が、市内で生産した主食用米を対象とします。

※審査データの公表に同意できる人のみ

【評価部門】 個人の部・団体の部・小学校の部

【申込期限】 令和６年１０月３１日（木）

【出品方法】ＪＡ各ライスセンター、農産販売課またはえびの市畜産農政課で配布し

ている指定の米袋に必要事項を記入し、玄米１.６㎏またはモミ２㎏を入

れ、水稲生産履歴を添えて提出してください。提出場所は、ＪＡ各ライ

スセンター、農産販売課またはえびの市畜産農政課です。

※１経営体で各品種１点のみの出品です。

※ヒノヒカリ以外の出品は必ず品種名を記入すること。

【そ の 他】  ○本選審査に選抜された上位者は表彰を行います。

○ヒノヒカリ部門の上位者は県の食味コンクールへ出品します。

○ヒノヒカリ以外の品種は同一品種で１０点以上出品があった場合のみ

表彰を行います。（１０点以下の出品の場合は食味値計測のみ行います。）

○団体の部は５点以上出品された自治会の上位５点の平均で順位を決定

します。

○参加者全員に参加賞を進呈します。

＊お問い合せ先＊　　ＪＡみやざき　えびの市地区本部　農産販売課　☎３３‐５７５６
　　　　　　　　　　えびの市畜産農政課　農産園芸係　　　　　　　☎３５‐１６５０



（6）令和６年10月７日発行え　び　の

JA みやざき えびの市地区本部は、人権啓発推進事業に取り組んでいます。

㈱宮崎経済連直販カタログギフト

ご不明な
点は

期間中は
超目玉商品
販売！

対象商品を
ご購入で各メーカー

ごとに素敵なオプションを
もれなくプレゼント！

クミアイプロパン

令和6年9月
▲ 12月末（4ヶ月間）

〈キャンペーン期間〉

117
Tege Mahalo

（テゲマハロ）
〈抽選時期〉

令和7年1月
〈商品発送〉

   令和7年2月末日予定
〈当選発表〉

商品の発送をもって
発表と替えさせて
いただきます。

記念品進呈！

名様に

抽選で

J A  グ ル ー プ 宮 崎

特別価格で

絶対お得！
価格はお近くの

JA へお問い合わせ

ください。

対象
商品
（一例）

超必見
です

期間中に

対象商品を

お買い上げの皆様に

プレゼント！
粗品 更に！

Iina Campaign

ビルトインコンロ

テーブルコンロ

衣類乾燥機

ファンヒーター

給湯器

ガスの
ことなら
なんでも
JAへ

Kumiai
propan
Iina
Campaign

CN-W268609チラシ価格は、工事費別途となります。

JAみやざき えびの市地区本部 クミアイプロパンセンター

0984-33-5604



（7） 第５５８号 JA広報

差別なく　笑顔あふれる　明るい社会



（8）令和６年10月７日発行え　び　の

JA みやざき えびの市地区本部は、人権啓発推進事業に取り組んでいます。



（9） 第５５８号 JA広報

さがそうよ　涙を笑顔に　する言葉
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ほおずき通信
（JA 女性部通信）

◆お問い合わせ◆　生活課　33－5743　生活館 夢工房　35－1810

おもと部会

展示
作品

教 室 発 表

家の光大会・女性のつどい
９月３日（火）
１２０人参加

９月１１日（水）
２０人参加

人生１００年健康セミナー

健康が一番！
講師　香月恭弘先生

身
分
証
入
り

マ
ス
コ
ッ
ト
作
り

◎ちょっと

○
ま る

○
ま る

なはなし

「里芋から愛をこめて!!」

◎お知らせ◎
10月１７日（木）

おもと部会のつどい
（予定）
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「関係ない」　そう思わずに　勇気を出そう

作り方
①生さけに白ワイン、こしょうをもみこんで10分おき、電子レン

ジで6分加熱。粗熱が取れたらほぐす。
②Aの薄力粉と塩を鍋に入れ、牛乳を混ぜる。強めの中火にかけて煮立

て、バターを加えて混ぜながら6分煮る。火からおろし、①を混ぜる。
③たまねぎにバターをのせて電子レンジで2分加熱する。
③ご飯に③、顆粒スープの素、パプリカを混ぜ、器に盛って②

をかけ、刻んだゆで卵、こしょう、パプリカをふり、ゆでたブ
ロッコリー、しめじを添える。

トロリとやさしい味のソ
ースで

さけのクリームソース
かけご飯

生さけ………………………………3切れ
白ワイン（または酒 ）………… 大さじ1
　薄力粉 ………………… 大さじ4・1/2
　牛乳 ……………………………600ml
　バター …………………………… 40g
　塩 ………………………… 小さじ3/4
たまねぎ（みじん切り）……… 小1/2コ
バター ……………………………… 10g
ご飯（温かいもの）…… 茶碗4 ～ 5杯分
顆粒スープの素（洋風）…… 小さじ1/2
パプリカパウダー（好みで）……  少々
ゆで卵 ………………………………  2コ
ブロッコリー、しめじ………………適宜
こしょう（粗びき）…………………少々

材料（4人分）

A

当日ご来場できない方は「きこえ」に詳しい
専門スタッフがご自宅までお伺いします。

11月８日（金）

11月開催のお知らせ
きこえの相談会

試聴者プレゼント

出典●Jミルクウェブサイト
「ミルクレシピ」
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☆
９
月
期
子
牛
セ
リ
結
果

　

９
月
17
日
～
19
日
の
３
日
間
、
西
諸
畜
連

で
、
９
月
期
子
牛
セ
リ
市
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
成
績
は
表
の
通
り
で
す
。

　

子
牛
セ
リ
市
終
了
後
の
事
故
が
多
発
し
て

い
ま
す
。
生
産
者
の
皆
さ
ん
は
解
約
や
値
引

き
等
発
生
し
な
い
よ
う
に
、
飼
養
管
理
に
は

充
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
子
牛
生
産
検
査

以
降
に
発
生
し
た
ケ
ガ
や
尿
石
等
の
事
故
、

そ
の
他
小
さ
な
こ
と
で
も
気
付
い
た
点
は
、

担
当
者
に
相
談
す
る
か
、
ま
た
は
セ
リ
市
上

場
時
に
必
ず
発
表
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

去
勢
子
牛
で
発
育
の
良
い
も
の
は
早
期
出

荷
を
行
い
、
飼
育
費
の
削
減
を
図
り
所
得
の

向
上
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
雌
子
牛
に
つ
い
て

は
、
積
極
的
に
品
評
会
に
出
品
し
、
付
加
価

値
の
高
い
優
良
素
牛
生
産
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

各
種
導
入
事
業
の
有
効
活
用
を
図
り
優
良

雌
子
牛
を
導
入
し
、
母
牛
の
増
頭
、
更
新
を

積
極
的
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

詳
し
い
こ
と
は
畜
産
課
（
☎ 
３
３
―

５
７
４
７
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☆
９
月
期
Ｊ
Ａ
主
催
子
牛
品
評
会

　

９
月
６
日
、
Ｊ
Ａ
畜
産
セ
ン
タ
ー
で
、
９

月
期
子
牛
品
評
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
成
績

は
、
別
表
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

　

Ｊ
Ａ
品
評
会
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
下
見

を
し
ま
す
。
出
品
希
望
の
あ
る
方
は
畜
産
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☆
9
月
期
郡
子
牛
品
評
会

　

９
月
13
日
、
西
諸
畜
連
で
郡
子
牛
品
評
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

え
び
の
地
区
管
内
か
ら
３
頭
が
出
品
さ
れ

ま
し
た
。
成
績
は
、別
表
の
と
お
り
で
す
。（
敬

称
略
）

営
農
情
報

令和６年 9 月期子牛セリ市結果

え
び
の
地
区
管
内

今回(６年9月) 前回(６年8月) 前年(５年9月)

頭数 平均価格 頭数 平均価格 増減 頭数 平均価格 増減

メス 89 453,002 78 501,135 △48,133 81 446,396 6,606

去勢 110 533,940 86 596,072 △62,133 110 557,830 △23,890

計 199 497,742 164 550,919 △53,177 191 510,573 △12,831

令和６年 9 月期郡子牛品評会成績
名　　　号 出品者（敬称略）

優等賞５席 み な 中 原 安 尋

弐等賞 み ち ょ ば 新天寺　　　博

〃 ゆ い ６ ３ ７ 横 山 大 樹

※弐等賞は、序列は付けてありません

令和６年 9 月期ＪＡ子牛品評会成績
名　　　号 出品者（敬称略）

優等賞 み な 中 原 安 尋

壱等賞１席 み ち ょ ば 新天寺　　　博

壱等賞 ゆ い ６ ３ ７ 横 山 大 樹

弐等賞 わ か み 田 中 和 浩

〃 きらめき５４ 色 増 拓 真

※序列が付いているのは壱等賞の１席までです

◎
畜
産
関
係
◎



（13） 第５５８号 JA広報

差別なく　笑顔あふれる　明るい社会

～哺育・育成時における衛生面の留意点～
　生まれてきた子牛は免疫機能が不十分で感染症が発生しやすいですが、皮下脂肪が
少ないため特に冬の寒さが影響を受けます。また、哺乳期から育成期にかけては、母
牛から受けた移行抗体の消失、離乳や去勢並びに群飼による集団飼育、牛舎環境の変
化などによるストレスによって呼吸器病や下痢の発生が増加する傾向にあります。
　このような状態を単独の対策のみで改善する事は難しく、病気の発生が減少しない
状況となっています。
　そこで、子牛の発育に伴う変化に適切に対応し、病気を発生させないための飼養管
理を行う事が重要であるのでその留意点を掲載します。

【飼養管理】
１．出生後

①生まれたばかりの子牛は、病気や感染症に対して何の防御力も持っていません。
生まれて間もない子牛は免疫機能が不十分で、初乳により各種の抗体や栄養を得
る事ができます。初乳は子牛が立ち上がってから６時間までに飲ませます。初乳
中の免疫グロブリンは和牛では 50 ｇ /ℓ以上が理想です。なお、母牛の初乳が少
ない場合は、市販の初乳製剤や殺菌した初乳を給与しましょう。

　②出生後、できるだけ１時間以内に体温をチェックします。３８℃以下の低体温牛
は保温・温浴などの対応を取って下さい。

　③貧血牛は鉄剤、ビタミン剤を投与も手法の一つです。

２．哺育期
　①母乳が不足している子牛は１週齢頃から代用乳（粉ミルク）を約１か月間追加哺

乳しましょう。（目安１日約２ℓ）代用乳を飲まない子牛は、母乳を飲んでいない
朝一番に飲ませる事をお勧めします。

　②離乳後は下痢、肺炎の発生が多いため、子牛専用の部屋またはスペースを確保し、
敷料を十分に入れます。

３．育成期
　①密飼いを避けて、できれば雌と雄を分けて飼育しましょう。
　②尿石症の予防及び４～５カ月齢を目途にした離乳後の去勢、削蹄、ブラッシング

をして健康管理に注意して下さい。
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営☆
イ
チ
ゴ

（
担
当
：
山
下
陽
平
）

加
温
機
稼
動
前
の
防
除
徹
底
！

☆
マ
ル
チ
被
覆

１
．
マ
ル
チ
被
覆
は
、
定
植
14
日
後
か
ら

出
蕾
す
る
前
ま
で
に
行
う
。

２
． 

天
候
の
安
定
す
る
時
期
を
選
び
、マ
ル

チ
被
覆
を
行
う
。（
高
温
に
注
意
す
る
）

３
．
マ
ル
チ
被
覆
前
の
摘
葉
は
行
わ
ず
傷

が
出
来
な
い
よ
う
に
す
る
。

４
． 

マ
ル
チ
被
覆
後
は
、蒸
れ
る
と
株
枯
れ

の
助
長
が
す
る
た
め
、蒸
れ
な
い
よ
う
注

意
す
る
。（
す
そ
は
あ
げ
て
お
く
）

５
．
マ
ル
チ
の
穴
は
や
や
大
き
く
あ
け
、

温
度
上
昇
を
抑
制
す
る
。
（
定
植
後
の

株
枯
れ
対
策
）

６
．
畦
肩
の
乾
燥
に
注
意
す
る
。

☆
ジ
ベ
レ
リ
ン
処
理
（
さ
が
ほ
の
か
）

１
．
第
一
果
房
は
ジ
ベ
レ
リ
ン
の
効
果
が

出
に
く
い
の
で
、
処
理
時
期
、
処
理
濃

度
、
処
理
量
を
厳
守
す
る
。

２
、
ジ
ベ
レ
リ
ン
処
理
の
注
意
事
項

ア
、
処
理
前
は
灌
水
を
行
う
。
（
湿
度
を

保
つ
）

イ
、
出
来
る
だ
け
天
気
の
良
い
日
の
夕
方

ま
た
は
朝
方
に
行
う
。

ウ
、
水
は
水
道
水
を
使
い
、
株
の
中
心
部

に
処
理
す
る
。

３
、
ジ
ベ
レ
リ
ン
処
理
の
方
法

　

出
蕾
始
め
10
ｐ
ｐ
ｍ
処
理

（
水
10
Ｌ
に
ジ
ベ
レ
リ
ン
粉
末
０
・
１
ｇ
）

４
、
追
肥

　

１
ヶ
月
に
Ｎ
成
分
で
１
・
５
～
２
㎏
を

４
回
に
分
け
て
行
う
。

※
加
温
機
掃
除
・
花
出
し
準
備
・
ソ
ー
ラ

ン
に
張
り
・
ホ
リ
バ
ー
10
ａ
１
０
０
枚

（
黄
色
・
青
色
）

☆
栗

（
担
当
：
朝
倉
章
太
）

　

栗
の
収
穫
が
終
わ
っ
た
ら
、
お
礼
肥
を

施
用
し
ま
し
ょ
う
。
着
果
が
多
い
少
な
い

に
関
わ
ら
ず
、
必
ず
追
肥
を
し
て
く
だ
さ

い
。
お
礼
肥
は
年
間
施
用
量
の
30
％
が
必

要
に
な
る
の
で
、
燐
硝
安
加
里
Ｓ
８
１
１

を
10
ａ
当
た
り
20
㎏
樹
幹
付
近
を
中
心
に

施
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

台
風
の
影
響
に
よ
り
枝
折
れ
や
落
果
が

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
を
放
置

す
る
と
病
害
虫
の
発
生
源
と
な
り
ま
す
の

で
園
外
へ
持
ち
出
し
、
園
内
清
掃
を
行
い

ま
し
ょ
う
。

☆
キ
ン
カ
ン

（
担
当
：
中
村
真
吾
）

　

10
月
は
ビ
ニ
ー
ル
被
覆
の
時
期
と
な
り

ま
す
。
異
常
高
温
の
影
響
か
ら
３
番
果
～

４
番
果
が
中
心
の
園
は
、
果
実
の
肥
大
を

促
進
さ
せ
る
た
め
に
ビ
ニ
ー
ル
被
覆
後
は
、

夜
温
は
18
～
20
℃
に
設
定
し
ま
し
ょ
う
。

果
実
肥
大
期
に
は
７
～
10
日
間
隔
で
10
ｔ

／
10
ａ
程
度
の
灌
水
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

養
分
の
競
合
を
避
け
る
た
め
に
傷
果
や
新

梢
は
取
り
除
き
、
園
内
に
あ
る
枯
れ
枝
等

は
全
て
園
外
へ
持
ち
出
し
ま
し
ょ
う
。

　

ビ
ニ
ー
ル
被
覆
後
は
ハ
ウ
ス
内
の
高
温

に
注
意
し
て
日
焼
け
果
・
ス
上
が
り
果
に

な
ら
な
い
よ
う
に
管
理
し
、
ハ
ダ
ニ
の
発

生
に
も
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

☆
ピ
ー
マ
ン

（
担
当
：
中
村
真
吾
）

　

夜
間
の
ハ
ウ
ス
内
温
度
が
16
℃
を
下
回

ら
な
い
よ
う
に
注
意
し
、
内
張
り
ビ
ニ
ー

ル
の
準
備
や
サ
イ
ド
・
褄
ビ
ニ
ー
ル
の
開

閉
作
業
に
よ
る
温
度
管
理
を
行
い
ま
し
ょ

う
。

　

目
安
と
し
て
10
月
10
日
頃
に
開
花
し
た

も
の
は
40
～
42
日
程
度
で
収
穫
と
な
り
ま

す
が
、
収
穫
終
了
予
定
時
期
か
ら
逆
算
し

て
ど
の
花
ま
で
収
穫
す
る
か
を
考
え
て
草

勢
管
理
を
行
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
主
枝

と
側
枝
の
管
理
が
収
量
増
加
に
繋
が
り
ま

す
の
で
、
生
長
点
付
近
が
混
み
合
っ
た
り

樹
高
が
高
く
な
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
主
枝

は
程
よ
く
摘
芯
し
、
側
枝
も
２
～
３
節
の

摘
芯
・
捻
枝
を
心
掛
け
て
着
果
お
よ
び
果

実
肥
大
を
促
進
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　

栽
培
終
了
時
に
は
、
次
作
の
準
備
の
た

め
の
土
壌
診
断
用
の
土
の
提
出
を
お
願
い

し
ま
す
。

☆
ゴ
ー
ヤ
ー

（
担
当
：
山
下
陽
平
）

　

施
設
栽
培
に
つ
い
て
は
、
既
に
栽
培
終

了
し
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
次
作

に
病
害
虫
を
持
ち
越
さ
な
い
よ
う
早
め
の

片
付
け
と
、
土
壌
を
含
む
ハ
ウ
ス
内
消
毒

を
行
い
ま
し
ょ
う
。
施
設
栽
培
で
改
植
を

さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、
保
温
対
策
の
た

め
の
内
張
り
フ
ィ
ル
ム
の
準
備
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

　

露
地
栽
培
に
つ
い
て
は
、
収
穫
終
盤
に

入
り
草
勢
も
低
下
し
、
日
照
時
間
も
短
く

夜
温
も
低
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、

果
実
肥
大
も
緩
慢
な
動
き
に
な
っ
て
い
る

か
と
思
わ
れ
ま
す
。
収
穫
終
了
時
期
を
見

極
め
な
が
ら
、
防
除
や
追
肥
、
蔓
や
葉
の

整
理
な
ど
の
草
勢
管
理
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
出
荷
時
の
選
果
選
別
の
徹
底
も
引

き
続
き
お
願
い
致
し
ま
す
。

☆
加
工
大
根

（
担
当
：
的
場
未
紗
）

　

加
工
大
根
は
、
播
種
が
終
了
し
本
葉
が

５
～
６
枚
に
な
れ
ば
土
寄
せ
や
追
肥
の
時

期
に
な
っ
て
き
ま
す
。
追
肥
は
燐
硝
安
加

里
Ｓ
６
０
４
を
20
㎏
／
10
ａ
程
度
施
肥
し

て
く
だ
さ
い
。

☆
カ
ボ
チ
ャ

（
担
当
：
内
村
直
樹
）

　

腐
敗
防
止
や
着
色
不
良
防
止
の
た
め
に
、

必
ず
カ
ボ
チ
ャ
シ
ー
ト
を
敷
く
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
果
実
の
サ
イ
ズ
や
重
み
に

よ
っ
て
は
カ
ボ
チ
ャ
シ
ー
ト
が
つ
ぶ
れ
て

着
色
不
良
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す

の
で
、
果
実
の
付
け
根
部
分
に
十
分
注
意

し
な
が
ら
玉
直
し
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

日
焼
け
果
の
発
生
も
懸
念
さ
れ
ま
す
の

で
、
新
聞
紙
や
藁
を
被
せ
て
防
止
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

　

収
穫
は
果
実
の
付
け
根
部
分
の
亀
裂
が

７
割
か
ら
８
割
以
上
入
っ
た
頃
か
ら
始
め

ま
し
ょ
う
。

☆
ラ
ナ
ン
キ
ュ
ラ
ス（担

当
：
的
場
未
紗
）

　

定
植
の
時
期
と
な
り
ま
す
。
芽
出
し
管

理
と
順
化
を
計
画
的
に
行
い
、
活
着
の
良

い
初
期
生
育
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

営
農
情
報

◎
園
芸
関
係
◎
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芽
出
し
は
10
℃
で
５
～
７
日
の
期
間
で

行
い
、
芽
の
長
さ
は
３
～
５
㎝
に
な
る
よ

う
に
管
理
を
し
ま
し
ょ
う
。
冷
蔵
庫
の
中

で
芽
が
伸
び
す
ぎ
る
と
出
庫
後
に
芽
が
腐

敗
し
や
す
く
な
る
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

　

順
化
は
夕
方
の
涼
し
い
時
間
帯
に
冷
蔵

庫
か
ら
出
庫
し
、
風
通
し
の
よ
い
涼
し
い

所
で
３
～
５
日
間
程
度
外
気
に
慣
れ
さ
せ

ま
す
。

　

本
圃
で
は
定
植
10
日
前
か
ら
寒
冷
紗

（
遮
光
率
40
～
50
％
）
を
張
り
、
ハ
ウ
ス

内
の
地
温
を
下
げ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
西

日
を
避
け
る
張
り
方
を
し
、
定
植
後
も
２

週
間
程
度
は
張
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

定
植
２
～
３
日
前
ま
で
に
十
分
に
灌
水

を
行
い
、
地
温
を
下
げ
る
と
と
も
に
土
壌

水
分
を
確
保
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

定
植
は
深
植
え
に
な
ら
な
い
よ
う
注
意

し
、
根
は
地
上
部
に
出
な
い
よ
う
に
覆
土

を
し
ま
す
。
ま
た
、
定
植
作
業
中
に
根
を

乾
燥
さ
せ
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

定
植
後
は
根
締
め
の
灌
水
（
殺
菌
剤
：

オ
ー
ソ
サ
イ
ド
水
和
剤
）
を
行
い
、
定
植

後
１
週
間
は
手
灌
水
を
行
う
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
ハ
ウ
ス
は
生
育
ス
テ
ー
ジ
を
問

わ
ず
ハ
ウ
ス
開
閉
や
、
循
環
扇
・
暖
房
機

の
送
風
利
用
に
よ
り
風
通
し
を
良
く
す
る

こ
と
に
努
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
昼
温
は

15
～
20
℃
を
目
標
に
管
理
し
ま
し
ょ
う
。

☆
キ
ャ
ベ
ツ

（
担
当
：
山
下
陽
平
）

　

７
月
中
下
旬
定
植
分
の
キ
ャ
ベ
ツ
が
収

穫
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
収
穫

直
前
に
な
っ
て
病
害
虫
被
害
に
遭
わ
な
い

よ
う
ス
テ
ー
ジ
ご
と
に
事
前
の
最
終
防
除

を
お
願
い
し
ま
す
。
収
穫
前
日
数
に
注
意

し
な
が
ら
薬
剤
選
定
を
し
て
防
除
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
生
育
中
の
圃
場
は
、
外
葉

展
開
期
と
結
球
開
始
期
に
２
回
中
耕
・
土

寄
せ
、
同
時
に
草
勢
を
み
な
が
ら
Ｎ
Ｋ
２

号
を
20
～
40
㎏
／
10
ａ
程
度
を
目
安
に
し

て
追
肥
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
微

量
要
素
欠
乏
に
よ
り
チ
ッ
プ
バ
ー
ン
や
芯

空
洞
症
な
ど
の
内
部
障
害
を
起
こ
さ
な
い

よ
う
に
、
カ
ル
シ
ウ
ム
や
ホ
ウ
素
の
葉
面

散
布
も
行
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

☆
ミ
ニ
ト
マ
ト

（
担
当
：
山
下
陽
平
）

　

10
月
に
入
り
日
照
時
間
も
短
く
夜
温
も

低
く
な
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
果
実
の
着

果
や
肥
大
も
緩
慢
に
な
っ
て
い
る
か
と
思

わ
れ
ま
す
。
収
穫
終
了
時
期
か
ら
逆
算
し

て
約
50
～
60
日
前
に
は
生
長
点
の
芯
を
止

め
樹
の
負
担
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
追
肥
と
し
て
は
窒
素
主
体
か
ら
、

リ
ン
酸
及
び
加
里
、
カ
ル
シ
ウ
ム
主
体
に

切
り
替
え
果
実
の
着
果
・
肥
大
促
進
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

☆
ご
ぼ
う

（
担
当
：
山
下
陽
平
）

　

春
～
初
夏
播
き
に
つ
い
て
は
、
長
根
種

で
根
径
が
２
㎝
を
目
安
に
し
て
肥
大
の
良

い
圃
場
か
ら
順
次
収
穫
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

こ
の
作
型
の
収
穫
期
間
は
比
較
的
長
く
、

越
冬
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
が
、
生
育
期

間
が
超
過
し
す
ぎ
る
と
、
ス
入
り
や
ヤ
ケ

症
等
が
発
生
し
品
質
低
下
を
招
き
ま
す
の

で
、
適
期
収
穫
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

☆
白
ネ
ギ

　

（
担
当
：
内
村
直
樹
）

　

日
中
の
気
温
が
下
が
り
始
め
ま
し
た
の

で
、
軟
白
長
を
確
保
す
る
た
め
に
積
極
的

な
土
寄
せ
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
土
寄
せ
は

新
し
い
葉
の
付
け
根
部
分
か
ら
５
㎝
程
度

の
所
ま
で
を
目
安
と
し
て
、
土
を
上
げ
過

ぎ
な
い
よ
う
注
意
し
な
が
ら
行
い
ま
し
ょ

う
。
土
寄
せ
を
行
う
直
前
に
は
必
ず
追
肥

を
行
い
、
ネ
ギ
の
太
さ
も
確
保
で
き
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

土
寄
せ
後
は
ダ
コ
ニ
ー
ル
１
０
０
０
、

ア
ミ
ス
タ
ー
20
フ
ロ
ア
ブ
ル
等
を
使
用
し

て
防
除
に
努
め
、
更
に
排
水
対
策
も
継
続

し
て
行
い
ま
し
ょ
う
。

☆
里
芋

（
担
当
：
内
村
直
樹
）

　

収
穫
が
終
了
し
た
圃
場
で
は
、
次
年
度

の
疫
病
対
策
の
た
め
、
親
芋
等
の
持
ち
出

し
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

圃
場
に
残
っ
た
残
渣
は
堆
肥
や
分
解
資

材
を
投
入
し
、
数
回
の
ロ
ー
タ
リ
ー
が
け

を
行
っ
て
分
解
を
促
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

圃
場
周
辺
の
野
良
芋
の
除
去
も
行
う
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

☆
加
工
ほ
う
れ
ん
草（担

当
：
朝
倉
章
太
）

　

ほ
う
れ
ん
草
の
作
付
け
が
始
ま
り
ま
し

た
。
播
種
前
の
排
水
対
策
を
し
っ
か
り
行

い
、
水
が
た
ま
ら
な
い
よ
う
な
圃
場
準
備

を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

播
種
直
後
は
除
草
剤
散
布
に
よ
る
雑
草

対
策
を
行
う
よ
う
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

発
芽
後
の
立
ち
枯
れ
病
と
ハ
ス
モ
ン
ヨ

ト
ウ
の
被
害
に
注
意
し
管
理
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

☆
加
工
人
参

（
担
当
：
的
場
未
紗
）

　

病
害
虫
等
の
発
生
初
期
を
見
逃
さ
な
い

よ
う
、
定
期
的
に
圃
場
確
認
を
お
願
い
し

ま
す
。
茎
葉
が
茂
り
通
路
が
ふ
さ
が
る
前

に
、
圃
場
の
排
水
と
青
首
防
止
を
兼
ね
て

土
寄
せ
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

☆
加
工
甘
藷

（
担
当
：
内
村
直
樹
）

　

収
穫
期
を
迎
え
ま
す
。
出
荷
時
に
害
虫

の
被
害
が
多
い
と
返
品
の
対
象
と
な
り
ま

す
の
で
、
収
穫
遅
れ
や
病
害
虫
被
害
の
芋

が
な
い
よ
う
に
計
画
的
な
早
め
の
収
穫
を

心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

　

基
腐
病
の
発
生
が
確
認
さ
れ
た
際
は
発

生
株
の
抜
き
取
り
を
行
い
早
め
の
収
穫
を

行
い
ま
し
ょ
う
。
基
腐
病
の
発
生
が
確
認

さ
れ
た
圃
場
で
は
収
穫
後
耕
運
を
行
い
残

渣
の
分
解
を
促
し
ま
し
ょ
う
。

農業用廃プラスチック集積日
◎今月はポリフィルムの集積月です◎

（マルチ・肥料袋など）

集積場所 えびの市一般廃棄物最終処分場
時　　間 午前９時～午後４時
集 積 日 10 月 15 日（火）
※ビニールとポリマルチは混ぜないよう
　注意してください
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☆
大
豆

（
担
当
：
朝
倉
章
太
）

　

子
実
肥
大
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
大
豆

は
莢
（
さ
や
）
の
伸
長
期
、
子
実
肥
大
期

に
害
虫
な
ど
に
よ
っ
て
食
害
・
吸
害
を
受

け
る
と
莢
が
落
ち
て
し
ま
い
、
栄
養
分
を

蓄
え
る
タ
ン
ク
（
実
）
が
な
く
な
る
た
め
、

茎
葉
部
が
い
つ
ま
で
も
枯
れ
上
が
ら
な
い

青
立
ち
状
態
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
青

立
ち
状
態
の
ま
ま
コ
ン
バ
イ
ン
で
収
穫
す

る
と
汚
損
粒
の
原
因
と
な
り
ま
す
の
で
、

主
要
害
虫
の
防
除
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

○
病
害
虫
の
防
除
に
つ
い
て

カ
メ
ム
シ

・
ト
レ
ボ
ン
乳
剤　
　

１
０
０
０
倍

　

１
０
０
Ｌ
～
３
０
０
Ｌ
／
10
ａ

　

本
剤
の
使
用
回
数　

２
回
以
内

　

収
穫
14
日
前
ま
で
使
用
可

ハ
ス
モ
ン
ヨ
ト
ウ

・
ノ
ー
モ
ル
ト
乳
剤　

２
０
０
０
倍　

　

１
０
０
Ｌ
～
３
０
０
Ｌ
／
10
ａ

　

本
剤
の
使
用
回
数　

２
回
以
内 

　

収
穫
14
日
前
ま
で
使
用
可

・
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
顆
粒
水
和
剤

　
　
　
　
　
　
　
　

 

２
０
０
０
倍

　

１
０
０
Ｌ
～
３
０
０
Ｌ
／
10
ａ

　

本
剤
の
使
用
回
数　

３
回
以
内

　
（
老
齢
幼
虫
が
多
い
場
合
は
こ
ち
ら
が

　

お
す
す
め
で
す
）

　

収
穫
７
日
前
ま
で
使
用
可

紫
斑
病

・
ア
ミ
ス
タ
ー
20
フ
ロ
ア
ブ
ル

　
　
　
　

 

２
０
０
０
倍
～
３
０
０
０
倍

　

１
０
０
Ｌ
～
３
０
０
Ｌ
／
10
ａ

　

本
剤
の
使
用
回
数　

２
回
以
内

　

収
穫
７
日
前
ま
で
使
用
可

　

収
穫
時
期
の
目
安
は
、
落
葉
し
て
大
部

分
の
莢
が
褐
色
に
な
り
、
茎
を
振
る
と
カ

ラ
カ
ラ
と
音
が
す
る
よ
う
に
な
っ
た
時
で

す
。
収
穫
が
早
す
ぎ
る
と
、
乾
燥
に
時
間

が
か
か
る
と
と
も
に
汚
粒
や
し
わ
粒
が
発

生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
反
対
に

収
穫
が
遅
れ
る
と
、
自
然
裂
莢
（
莢
が
は

じ
け
る
こ
と
）
や
、
降
雨
に
よ
る
腐
敗
粒

が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
登
熟
が
進
む
と
倒
伏
が
発
生

す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
地
面
に
触
れ

る
ま
で
倒
伏
し
て
し
ま
う
と
汚
粒
や
腐
敗

粒
等
の
発
生
・
混
入
す
る
可
能
性
が
高
く

な
り
ま
す
の
で
、
倒
伏
し
た
大
豆
に
つ
い

て
は
別
に
収
穫
す
る
な
ど
し
て
品
質
が
低

下
す
る
の
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　

刈
払
い
機
な
ど
手
作
業
で
収
穫
す
る
場

合
は
、
茎
の
振
動
に
よ
る
裂
莢
を
少
な
く

す
る
た
め
、
水
分
の
や
や
高
い
早
朝
か
夕

方
頃
に
行
い
ま
す
。

☆
そ
ば

　
（
担
当
：
朝
倉
章
太
）

　

そ
ば
は
収
穫
時
期
が
早
い
と
未
熟
粒
が

多
く
、
遅
れ
る
と
脱
粒
し
収
量
が
減
る
可

能
性
が
高
く
な
り
ま
す
の
で
、
適
期
の
収

穫
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

刈
払
い
機
な
ど
手
作
業
で
収
穫
す
る
場

合
の
適
期
は
、
子
実
が
70
～
80
％
黒
変
し

た
頃
で
す
。
振
動
に
よ
る
脱
粒
を
少
な
く

す
る
た
め
、
朝
露
の
あ
る
う
ち
や
夕
方
ま

た
は
曇
天
の
日
等
、
や
や
湿
度
の
高
い
時

間
帯
に
行
い
ま
す
。

　

専
用
コ
ン
バ
イ
ン
で
収
穫
す
る
場
合
は
、

葉
が
全
て
落
葉
す
る
く
ら
い
成
熟
し
て
い

な
い
と
、
機
械
内
に
茎
、
葉
が
詰
ま
っ
て

円
滑
な
作
業
に
支
障
を
き
た
し
ま
す
。
脱

粒
の
リ
ス
ク
も
あ
り
ま
す
が
、
成
熟
度
を

確
認
し
た
上
で
収
穫
時
期
を
判
断
し
て
く

だ
さ
い
。

　

そ
ば
は
登
録
農
薬
が
非
常
に
少
な
い
品

目
で
す
の
で
、
防
除
の
際
は
必
ず
登
録
農

薬
で
あ
る
か
の
確
認
、
も
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
水
分
計
測
は
、
そ
ば
、
大
豆
と
も
に
Ｊ

Ａ
各
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
に
て
行
っ
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

◎
農
産
関
係
◎

営営
農
情
報

☆
縮
み
ほ
う
れ
ん
草（担

当
：
中
村
真
吾
）

　

圃
場
準
備
前
の
堆
肥
の
投
入
と
土
壌
Ｐ

Ｈ
を
６
・
５
ま
で
苦
土
石
灰
で
調
整
し
Ｐ

Ｈ
を
整
え
る
よ
う
に
圃
場
準
備
を
行
い
ま

し
ょ
う
。
10
月
上
旬
の
天
候
を
見
な
が
ら

播
種
作
業
を
ず
ら
し
、
10
月
15
日
前
後
か

ら
の
段
撒
き
を
し
て
播
種
作
業
を
行
っ
て

下
さ
い
。
高
温
乾
燥
が
続
く
場
合
は
、
カ

ル
タ
ス
等
の
カ
ル
シ
ウ
ム
の
葉
面
散
布
や

ガ
類
の
食
害
が
な
い
よ
う
に
定
期
的
な
防

除
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

☆
玉
ね
ぎ

（
担
当
：
中
村
真
吾
）

　

11
月
中
旬
よ
り
定
植
時
期
と
な
り
ま
す
。

11
月
中
定
植
が
終
え
ら
れ
る
よ
う
、
基
肥

の
投
入
か
ら
マ
ル
チ
張
り
ま
で
計
画
的
な

圃
場
準
備
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

水
稲
収
穫
後
の
稲
株
は
、
草
払
い
機
等

で
短
く
刈
り
取
り
、
耕
運
も
複
数
回
行
っ

て
稲
株
の
分
解
を
促
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
病
気
の
発
生
を
軽
減
す
る
た
め
に
、

圃
場
内
に
排
水
溝
を
設
置
し
、
水
が
溜
ま

ら
な
い
よ
う
に
排
水
対
策
を
行
い
ま
し
ょ

う
。

　

マ
ル
チ
張
り
と
機
械
定
植
作
業
の
委
託

に
つ
い
て
は
早
め
の
ご
連
絡
を
お
願
い
し

ま
す
。

各
品
目
の
栽
培
の
お
申
し
込
み
・
お
問
い

合
わ
せ
は
Ｊ
Ａ
み
や
ざ
き 

え
び
の
市
地
区

本
部
農
産
販
売
課
（
☎
３
３

−

５
７
５
６
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
園
芸
関
係
◎
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差別なく　笑顔あふれる　明るい社会

企画・編集・制作：（一社）日本農業機械化協会　転載・複製・転用を禁ず

シートベルトや安全キャブ・安全フレームを使おう！

ヘルメットを装着しよう！

危険箇所の迂回、カーブ区間の徐行を意識しよう！

デザイン／令和５年農作業安全ポスターデザインコンテスト　日本農業新聞賞　菊池千裕

令
和
６
年
秋
　
農
作
業
安
全
啓
発
活
動
推
進
中
！

企画・編集・制作：（一社）日本農業機械化協会　転載・複製・転用を禁ず

シートベルトや安全キャブ・安全フレームを使おう！

ヘルメットを装着しよう！

危険箇所の迂回、カーブ区間の徐行を意識しよう！

デザイン／令和５年農作業安全ポスターデザインコンテスト　日本農業新聞賞　菊池千裕

令
和
６
年
秋
　
農
作
業
安
全
啓
発
活
動
推
進
中
！

◎担い手支援関係◎営農情報



（18）令和６年10月７日発行え　び　の

JA みやざき えびの市地区本部は、人権啓発推進事業に取り組んでいます。

お申し込み・お問い合わせ先

（株）ジェイエイえびの市葬祭　☎35－0727（代）
プリエール加久藤会館・プリエール飯野会館

プリエール「あんしんの会」会員募集中
⑴　会員の条件　　加入金を納付された方
⑵　加入金は　　　①　JA みやざき えびの市地区本部の組合員の方は 2,000 円といたします。
　　　　　　　　　②　一般利用者は 3,000 円とし、加入金のうち 1,000 円は JA みやざき えびの市
　　　　　　　　　　地区本部への出資金といたします。
　　　　　　　　　③　会員自身の葬儀の場合は、加入金の 2,000 円を葬儀費用に充てるものとし、
　　　　　　　　　　会員資格を喪失いたします。
⑶　プリエール会員の特典

　祭壇価格（税抜）の１０％をＪＡえびの市葬祭の決算期にお返しいたします。
　葬儀の申込みがあり葬儀が重なった際に日延べの相談をさせていただきますが、調整ができずに止む
無く他の葬儀場で葬儀をされた会員に対しても、同様に祭壇価格平均（税抜）の１０％をお返しする対
応とさせていただきます。

⑷　利用者特典の範囲は
　特典を受けられる親族の範囲は、両親、配偶者、子供とします。

※お葬式の不安・疑問に、専門のスタッフがお答えし、解決いたします。
※家族葬のご相談も承ります。

葬 儀 相 談 会 開 催 中 両 親 配偶者会員本人

子 供

相 談 会 開 催 中
（お葬式の疑問にお答えいたします）

お葬式に不安（万一の時には？いくらぐらいかかるの？）、
その疑問、専門のスタッフが解消いたします。
突然のことだからこそ、
信頼ある業者を見つけておくことも大事なことです。
この機会に、ぜひ JA 葬祭へご相談下さい。 えびの駅

相 談 会 開 催 中
（お葬式の疑問にお答えいたします）

お葬式に不安（万一の時には？いくらぐらいかかるの？）、
その疑問、専門のスタッフが解消いたします。
突然のことだからこそ、
信頼ある業者を見つけておくことも大事なことです。
この機会に、ぜひ JA 葬祭へご相談下さい。

飯野会館・ご自宅でご相談を希望の方はお電話下さい！
※お電話にて予約いただければ、お客様をお待たせすることはありません。

㈱ジェイエイえびの市葬祭
TEL 0984-35-0727 ㈹
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あたたかい　言葉のシャワーで　えがおさく
★ご応募に際して取得した個人情報はこのたびの賞品プレゼントの抽選・発送以外には一切使用しません。

★
ヨ
コ
の
カ
ギ

1　

香
り
高
い
高
級
キ
ノ
コ

2　

環
境
問
題
に
世
界
―
―
で

取
り
組
む

3　

の
ど
の
―
―
を
覚
え
て
水

分
を
取
っ
た

4　

財
布
や
ス
マ
ホ
を
入
れ
ま
す

5　

表
で
は
あ
り
ま
せ
ん

7　

レ
イ
ン
ボ
ー
ト
ラ
ウ
ト
と

も
呼
ば
れ
る
魚

10　

古
代
人
は
木
の
棒
と
板
を
す

り
合
わ
せ
て
行
い
ま
し
た

12　

命
を
持
つ
も
の
の
こ
と

14　

バ
ン
ガ
ロ
ー
や
ロ
ッ
ジ
よ
り

設
備
が
充
実
し
て
い
ま
す

16　

港
を
示
す
地
図
記
号
は
こ

の
形

17　

富
有
、
次
郎
、
市
田
と
い

え
ば

19　

地
震
の
と
き
に
感
じ
る
も
の

★
タ
テ
の
カ
ギ

1　

た
き
火
や
か
ま
ど
に
く
べ

る
も
の

3　

葛
根
湯
（
か
っ
こ
ん
と
う
）

は
―
―
薬
の
一
つ
で
す

6　

建
物
や
壁
に
囲
ま
れ
た
小

さ
な
庭

8　

土
の
中
で
「
ジ
ー
ッ
」
と
鳴

く
虫

9　

印
刷
で
は
な
く
―
―
の
サ

イ
ン

11　

将
棋
の
駒
で
、
表
側
に
動
物

を
表
す
漢
字
が
入
っ
て
い

る
も
の

13　

―
―
心
と
秋
の
空
？　

そ

れ
と
も
女
心
？

15　

海
水
と
淡
水
が
混
じ
り

合
っ
て
い
る
湖

17　

ア
ヒ
ル
の
原
種
で
す

18　

勾
玉
（
ま
が
た
ま
）
の
よ
う

な
形
を
し
た
―
―
ナ
ッ
ツ

20　

パ
ン
ダ
の
好
き
な
遊
び
の

一
つ
。
落
ち
な
い
か
心
配

21　

近
頃
は
セ
ル
フ
で
済
ま
せ

ら
れ
る
ス
ー
パ
ー
も
増
え

ま
し
た

９
月
号
の
当
選
者

９
月
号
の
答
え
は「
ツ
キ
ア
カ

リ
」で
し
た
。正
解
者
13
人
の
中

か
ら
次
の
５
人
が
当
選
さ
れ
ま

し
た
。(

敬
称
略)

☆
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
☆

▽
楠
　
元
　
　
　
高（
飯
　
野
）

▽
下
　
原
　
小
枝
子（
飯
　
野
）

▽
杉
　
元
　
政
　
子（
飯
　
野
）

▽
宮
　
路
　
ミ
　
ホ（
加
久
藤
）

▽
末
　
原
　
和
　
子（
真
　
幸
）

▽
解
き
方

　

普
通
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
要

領
で
全
部
解
い
て
下
さ
い
。

　

次
に
Ａ
→
Ｆ
の
二
重
ワ
ク
の

文
字
を
順
に
並
べ
る
と
、
一
つ

の
言
葉
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
が

答
え
で
す
。

▽
応
募
方
法

　

官
製
ハ
ガ
キ
に
答
え
を
記
入

し
、
あ
な
た
の
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
職
業
を
書
い
て
応
募
し

て
下
さ
い
。
一
人
に
つ
き
ハ
ガ

キ
１
枚
を
有
効
と
し
ま
す
。

▽
締　

切　

10
月
20
日

（
当
日
消
印
有
効
）

▽
発　

表　

本
誌
11
月
号
紙
上

▽
あ
て
先

　

〒
８
８
９
─
４
３
１
１

　

え
び
の
市
大
明
司

　
Ｊ
Ａ
み
や
ざ
き

　

え
び
の
市
地
区
本
部　

総
務
課

▽
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
５

名
に
し
お
ふ
き
昆
布
を
プ
レ
ゼ

ン
ト

正
解
者
の
中
か
ら
５
名
様
に
賞
品
を
さ
し
あ
げ
ま
す
。

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
・
パ
ズ
ル

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
・
パ
ズ
ル

令和6年2月1日(木)～令和7年1月31日(金)

エーコープ
「しおふき昆布」



（20）令和６年10月７日発行え　び　の

JA みやざき えびの市地区本部は、人権啓発推進事業に取り組んでいます。

え　び　の 令和６年10月７日発行 （20）

Ｊ
Ａ
広
報
え
び
の

〈
発

行
〉

〒
889-4311　

宮
崎

県
え

び
の

市
大

字
大

明
司

1061-1　
宮

崎
県

農
業

協
同

組
合

　
え

び
の

市
地

区
本

部
　

　
　

　
〈

編
集

〉
総

務
課

　
　

令
和

６
年

10月
７

日
発

行

行　　事　　予　　定
令和６年１０月１０日～令和６年１１月１１日

月 日 曜 行　　　　　　　　　事

10

10 木 ふれあい日
五種混合予防注射

11 金 五種混合予防注射

13 日
子牛セリ市（～１５日）
ＪＡ－ＳＳ感謝セール
ＭＣ営業

14 月 スポーツの日
人工授精休日

15 火 道の駅えびの休業日
廃プラ集積日（ポリフィルム）

17 木 五種混合予防注射
18 金 ＢＬ採血

20 日 県下一斉消毒の日
ＭＣ営業

22 火 第６５回宮崎県畜産共進会【枝肉の部】
オーツヘイ即売会

23 水 ＪＡ－ＳＳ感謝セール
24 木 登録検査
25 金 第２５回グラウンドゴルフ県大会
28 月 年金友の会旅行（島根・鳥取）
29 火 成牛セリ市（妊娠牛）
30 水 耳標装着（～３１日）

11

1 金
生産検査
ＪＡ主催子牛品評会
ＢＬ採血申込締切（１月セリ市分）

3 日 文化の日
ＪＡ休業日

5 火 繁殖センター妊娠牛譲渡会
6 水 生産検査
7 木 生産検査
8 金 郡子牛品評会
9 土 成牛・妊娠牛・乳子牛・和牛ＥＴセリ市

11 月 ふれあい日
生産検査

グリーンセンター真幸店　営業日のご案内
６年11月

日 月 火 水 木 金 土
1 2

3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30

６年10月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

は営業日

ＪＡ休業日のお知らせ
9月16日㈪　敬老の日

（ＪＡの全部門が休業します）
9月22日㈰　秋分の日

（ＪＡの全部門が休業します）
野菜集荷場は両日営業します。

ＭＣ
農繁期中の休日営業日

　農繁期対応のため、

上記の期間外は
通常通り土曜日営業・日曜日休業です。

ＭＣ（農機自動車修理整備センター）は

10月26日㈯まで
休まず営業
いたします。

ぜひご利用ください。

ＪＡ休業日のお知らせ

11月３日（日曜日）
文化の日

ＪＡは全部門休業します
道の駅えびのは営業しています


